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（
質
問
の 

一
四
）

答

弁

第

一

四

号 

    

衆
議
院
議
員
伊
東
岩
男
君
提
出
日
南
法
務
支
局
存
続
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
四
号 

昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
六
日 

衆

議

院

議

長 

堤 
 

康 
次 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
伊
東
岩
男
君
提
出
日
南
法
務
支
局
存
続
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

今
回
の
行
政
整
理
に
対
処
す
る
法
務
局
内
部
の
措
置
と
し
て
、
本
局
、
支
局
等
に
お
け
る
人
員
の
配
置
換
を
必
要
と 

し
、
宮
崎
地
方
法
務
局
に
お
い
て
も
右
の
趣
旨
に
よ
り
研
究
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
特
に
同
地
方
法
務
局
日
南
支

局
を
格
下
げ
す
る
方
針
が
決
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。 

二 

支
局
の
格
下
げ
は
、
で
き
る
限
り
避
け
る
の
が
相
当
で
あ
る
が
、
人
員
の
配
置
換
の
必
要
上
研
究
の
対
象
と
な
つ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
。 

三 

行
政
整
理
に
対
処
す
る
措
置
と
し
て
、
一
般
民
衆
の
利
害
に
直
接
関
係
の
あ
る
出
張
所
は
廃
止
し
な
い
方
針
で
あ
る 

が
、
本
局
、
支
局
間
の
事
務
負
担
量
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
支
局
の
職
員
で
民
衆
に
直
接
関
係
の
な
い
職
域

に
あ
る
者
を
本
局
に
配
置
換
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

四 

地
方
の
要
望
は
、
で
き
る
限
り
尊
重
し
た
い
。 

五 

御
要
望
の
趣
旨
は
、
十
分
考
慮
す
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




